
               
～And why do we fall ?～ 

                      
～So we can learn to pick ourselves up.～ 

   

(過って井戸に落ちた幼いブルースを助けた後に言った言葉) 

    映画『バットマン ビギンズ』(2005)より 

                令和６年１月３１日（水） 

 

 

 

 

 

 
               

 

 
 

 毎年この時期になると３年生はもう進路先を定め、一抹の不安を抱えながらも自分を奮い立たせて前へ進

もうとする様子がひしひしと伝わってきます。そしてそんな彼らを見ていると、どうしても自分の青春時代

を振り返らずにはいられなくなります。必ず思い出すのは、三者面談での「親のひと言」です。部活動の強

豪校（私立）への推薦受験をするべきか、地元の高校へ一般受験で進むべきか、自分なりに随分悩み、担任

の先生にしっかり相談しようと意気込んで臨んだあの場でそのひと言は発せられました。当時、地元の高校

では、国公立大学を目指す人は皆無という状況の中、ひそかに、将来体育教師になりたいと考えていた私で

したが、そこで同席した母が放ったひと言によって私の悩みは一瞬で消え去り、その後の人生がハッキリと

方向づけられたのです。 

      ○私：「僕は私立か公立かで迷っていま…」私の言葉を遮って… 

       □母：「うちには、私立にやれるお金なんてありませんよ。」 

      ○私：「将来は、学校の先生になりたいと…」再び私の言葉を遮って… 

       □母：「あんたになれるわけないでしょ⁉（爆笑）先生の前で恥ずかしいこと言わないでよ！」… 

 だいぶ後になり、笑い話にできるようになってから聞いたことですが、あの時母は、まさか私があの場で

「学校の先生」などという言葉を発するとは思いもよらなかったため、恥ずかしさ半分、実はうれしさ半分

から先ほどのひと言になったのだそうです。当時中学生の私には、そんな親の気持ちをくみ取る能力などは

なく、相当なショックを受けた（地に落ちた）ことは言うまでもありません。しかし、もともと大の負けず

嫌い、かつあまのじゃく
・ ・ ・ ・ ・ ・

と言われていた性格に     火がつき、「だったら、絶対に先生になってやる！うぉ～

～～」という強い決意が芽生えたのです。結果論ですが、あのひと言は、今自分がここに存在できている理

由のひとつでもあり、当時の私を迷いからすくってくれたひと言になったと感じています。 

 親はわが子がかわいいはずです。きっと本当はやさしい言葉をかけて守ってあげたいと思うはずです。で

も、時には、わが子に厳しい言葉を浴びせます。 

 「厳しい言葉を浴びせても、この子なら必 

ずそこから這い上がってくるはずだ」きっと、 

そう信じているから、そういう信頼関係が親子に 

はあるからこそ、それができるのだと思います。 

親子のみならず、私たち教職員も教育活動を一層充 

実させるために、子どもたちとそうした信頼関係を 

築く必要があります。いずれにせよ、まず私たちが、 

子どもたちにとって「信頼できる大人」でいなけ 

ればならないことに変わりはありません。 

 今後も、学校と地域・保護者の方々とが、ベクトルの向きを同じくし、よりよい社会やよりよい未来を目

指していけるよう対話し、協働していきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

私をすくった親のひと言  校長 大友 貴代 

 

＜学校教育目標＞ 
 ◯進んで考え実行し、喜びと誇りを持とう 
 ◯思いやりの心を持ち、責任を重んじよう 
 ◯丈夫な身体と明るく素直な心を持とう 

＜重点教育目標＞ 

「未来を生き抜く自律力の育成」 
～自分で考え、判断し、行動する力～ 

「人はなぜ、堕
お

ちるのか…？」 

 

「○○○○○○○○ためさ！」 
※ヒントは文中の下線部にあり！ 

 

※「新しい学校教育目標の策定」にあたり、多くの方々にアンケートへお答えいただきまして誠にありがと

うございました。令和６年度中には素案を作り、生徒、保護者、地域のみなさまへご提示できるよう準備を

すすめて参ります。ありがとうございました。 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1511325614/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL2ZyYW1lLWlsbHVzdC5jb20vZmkvd3AtY29udGVudC91cGxvYWRzLzIwMTYvMDQvNjg5OGIucG5n/RS=%5eADBmVDV2xj_yApNfHn8W8W.QJ0xHIQ-;_ylt=A2RCKwUtrhNaFBoAghuU3uV7


 
【美術】 
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         如月
きさらぎ

  February 

日(曜) 《主な行事等》 

スクールカウンセラー来校日 

教科相談（1・2年） 

高専一般入試日  
建国記念の日 

振替休日 

公立高推薦面接試験日 

職員会議 

私立高一般入試日 
１・２年学年末テスト(～1６日) 

専門委員長会議 

専門委員会 

北斗市特別支援学級交流会 

天皇誕生日 

 

  
【サッカー】   
全道フットサル選手権

浜分・上磯 A 予選リーグ 1位突破 

 

 

 
【吹奏楽】 
●

 

  
【バスケットボール】 
●第 38回 

 北海道中学校バスケットボール新人大会 
  

男女ともに予選リーグ 2 位突破 
  男子 １勝１敗   

対 札幌西野  ３６－６３ 惜敗 

   対 余市旭   ７７－３８ 勝利 

  女子 １勝１敗 

 対 恵庭恵み野 ４０－３９ 勝利 

対 北星学園女子６８－８２ 惜敗 

 

決勝トーナメント 

  男子    

1回戦 対 東月寒  ２５－６４ 惜敗 

 

女子    

1回戦 対 恵庭恵明 ５３－６２ 勝利 

  ２回戦 対 江別第二 ５９－４１ 惜敗 

 
【卓球】 女子  
 
●

 

 
【剣道】  
●第 24回北海道中学校新人剣道大会（千歳市）

 予選リーグ惜敗  2勝 1敗  
 
 ・対 北都  勝利  ・対 花川 勝利 
 ・対 緑ヶ丘 惜敗 
 


